










年度には ICCS 事業として、 COE 予算で東亜同文
書院生達が大旅行し卒業論文として提出した『中
国調査旅行報告書j を基に編纂し出版物された『支
































たo さらに現在では、 I雑誌記事索引 DBJ とし
てテスト環境が無料公開されている。古い資料を
扱うことの多い私にとっては、大変有難いデータ
ベースとなっている。いよいよ 2008 年 6 月頃よ
り有料データベースとして公闘が開始されるとの
事である。このデータベース中には、東亜同文書







































































































8. 当初の計画では全雑誌の PDF 化を年頭にお
いていたが、予算が取れず 2007 年度は『東E
同文会支那調査報告書j、『華語月刊J、『支那研
究j、『東亜研究j の 4誌のみ PDF 化をするこ
とに決定した。
9. 2007 年 7 月要求仕様書が完成し、 9 月に調達
申請書を総務課に提出した。
10. 2007 年 9 月に業者が決定し、目立一紀伊国
屋で検索ツールを作成することとなった。
11. 雑誌種類数は、 1 8 タイトル、項目は 30,000
件を超えた。





















と入力したo 図 1 参照。
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全 18 雑誌すべてがPDF 化ができ、学内のどこか
らでも PDF で利用ができコピーができる体制に
したいと考えている。
そしてさらに心配される事は、 O.R.C. 事業は 5
カ年計画なので 20日年以降データベースのメン
テナンスなどアフターケアが継承されていくのか
である。研究支援課がその任を得て、引き継いで
いただけるようお願いしたい。
年有料のデータペースを多く購入している。ここ
に組み込んで本学独自のデータベースとして学生
さんたちに利用してもらう事を考えても良いと思
われる。
さらに世界レベルで大々的に利用してもらえる
方法もある。現在陪星社の藤巻氏より本学がデー
タベース化したら有料のオンラインデータベース
の『雑誌記事索引 DBJ に取り込めないかとの申
し出が寄せられている。本学がインターネット上
で無料公開する事は、大学独自の業績として有意
義で必要な事である。しかし利用者にとっては、
単独のデータベースであるよりも明治から現在に
至る社大な雑誌記事検索ツールとなる『雑誌記事
索引 DBJ に組み込まれることによって、すべて
の雑誌を戦前戦後を問わず一元的に利用できれ
ば、大変便利なものとなろう。またこのデータベー
スを検索する度に、「このデータは愛知大学から
の提供である」ことが判明すれば、国内外に愛知
大学の存在を知ってもらえることになる。
より充実したデータベースの提供に愛知大学が
関与して、資源の共有化に貢献できる方法がある。
これも愛知大学をアピールする有効な手段ではな
いかと考えている。しかもメンテナンス費用は不
要となる。
どの方法がもっとも大学にとって効果的である
もしも研究支援課としてデータベースの維持管 か今後模索していきたい。
理が出来にくいとのことであれば、図書館では毎
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